
「人間ドック」実施についての留意事項 
 

１ 胃カメラへの変更について 

１日ドックの胃検診については、原則、胃部Ｘ線検査になります。ただし、健診機関の受け入れが可能な場合、   

 胃カメラに変更できますが、以下の（１）～（３）に注意してください。 

（１）高松赤十字病院・MIRAI病院 で受診する場合 

 胃カメラのみとなり、胃部Ｘ線での検査はできません。 
 ※胃カメラへの変更連絡は必要ありません。 

（２）セントラルパーククリニック で受診する場合 

 令和５年度は胃部Ⅹ線検査のみの実施となるため、胃カメラへの変更はできません。 
 ※次年度以降の胃カメラ検査再開については未定です。 

（３）（１）、（２）以外で受診する場合 

胃カメラを希望する場合は、事前に健診機関への連絡が必要です。 
胃カメラ変更の受付開始日は、「人間ドック」健診機関一覧表（１）を確認してください。 

胃カメラの受診枠は健診機関で決まっており、他の団体との関係で希望に添えない場合があります。 

（４）費用負担について 

   健診機関によっては、胃カメラへの変更により差額が生じる場合がありますが、差額については、全額自己   

   負担となります。「人間ドック」健診機関一覧表（１）の胃カメラ変更追加料金で確認してください。 

 

２ 脳ドックについて 

   脳ドックを選択する場合は、磁気を利用したＭＲＩ検査が受けられるか、事前に確認をしてください。 

   【注意が必要な場合の例】 

   ・心臓ペースメーカーを使用している       ・金属を使用した義眼、義歯等を使用している 

・体内に、はり治療のはりを入れたままにしている ・体内に脳動脈クリップ、人工内耳等が入っている 

   ・骨折などの手術で、体内に金属製の人工関節、人工骨頭等が入っている 

   ・閉所恐怖症である               ・妊娠している、妊娠の可能性がある 

 

３ 注意点 

（１）費用について 

 ・治療中などの理由で受けない検査がある場合でも、原則自己負担額は変わりません。 

 ・年度末年齢が30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳の指定年齢の場合も、受診者負担があり 

  ます。 

（２）ドック受診期限について 

  公務で都合が悪くなった等により日程変更を行う場合、受診は原則令和６年１月末日までに済ませてく 

  ださい。 

（３） 受診できなくなった場合 

 ・医療機関に連絡し、可能であれば日程変更を行ってください。日程変更を後日行う場合は、忘れずに医 

  療機関に連絡してください。 

 ・当日の無断キャンセルは絶対にしないでください。 


